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第２部 調査の結果 

第１章 調査結果要約 
１ 回答者の性別年齢 

図１ 

 

 

２ 回答者の居住地域 

図２ 

  

5.0

6.5

8.3

7.9

5.3

6.7

7.2

7.3

8.1

6.1

6.5

8.1

8.2

8.5

0% 5% 10% 15%

１６歳

１７歳

１８歳

１９歳

２０歳

２１歳

２２歳

２３歳

２４歳

２５歳

２６歳

２７歳

２８歳

２９歳

女性(n=4896)

6.7

7.4

7.2

6.9

6.9

6.4

7.5

6.5

7.5

5.2

6.4

7.4

8.4

9.7

0%5%10%15%

男性(n=5104)

n
数

北
海
道

東
北

関
東

中
部
・
北
陸

近
畿

中
国
・
四
国

九
州
・
沖
縄

全体 10000 3.9 6.4 35.9 17.9 16.8 8.1 11.0

16歳～19歳 1438 4.0 6.9 33.1 18.6 17.0 8.8 11.6

20歳～24歳 1772 3.9 6.3 37.4 17.6 16.7 7.8 10.4

25歳～29歳 1894 3.8 6.3 37.5 18.4 15.7 7.9 10.3

16歳～19歳 1363 4.0 6.8 32.9 18.5 17.3 8.7 11.8

20歳～24歳 1699 4.0 6.1 36.4 17.2 17.4 7.9 11.0

25歳～29歳 1834 3.9 6.2 36.5 17.4 16.6 8.0 11.2

■全体+10％以上
■全体-10％以下
（属性n=30以上）

男
性

女
性

3.9
6.4

35.9

17.9 16.8

8.1
11.0

0%

20%

40%



7 
  

３ 回答者の最終学歴 

 
図３ 

 
 
 
 
 
 
 
 
４ 回答者の就学状況 

 
図４ 
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５ 回答者の学生時代の活動 

 
図５ 

 
 
 
 
６ 回答者のリーダー経験 

 
図６ 

 
※SQ6 で学生時代にいずれかの活動経験がある者のみ回答。 
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７ 回答者の普段の接触相手 

 
図７ 

 
 
 
８ 回答者の同居者 

 
図８ 

 

 
 
 

77.6

18.6

43.5

57.4

20.6 22.4

10.1
4.6

14.2

25.4

13.4
4.1 0.8

0%

20%

40%

60%

80%

家
族
（
同
居
し
て
い
る
人
）

そ
の
他
の
親
族

地
元
の
友
人

高
校
（
高
校
時
代
）
の
友
人
、

大
学
（
大
学
時
代
）
の
友
人

そ
の
他
の
友
人

恋
人

学
校
の
先
生
・
教
授

塾
や
習
い
事
、
サ
ー
ク
ル
指

導
な
ど
の
先
生

ア
ル
バ
イ
ト
仲
間

職
場
の
人

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
仲
間

近
所
の
人

そ
の
他

全体(n=10000)

61.7

38.7

11.0 15.3 10.4
1.3 4.0 0.7 1.4

16.9

0%

20%

40%

60%

80%

親 き
ょ
う
だ
い

祖
父
母

ご
自
身
の
配
偶
者

ご
自
身
の
お
子
さ
ん

そ
の
他
の
親
類

恋
人

友
人

そ
の
他
（
学
生
寮
な

ど
を
含
む
）

同
居
人
は
い
な
い

（
一
人
暮
ら
し
）

全体(n=10000)



10 
  

９ 回答者の親の最終学歴 

 
図９ 

 

 
 
１０ 回答者の親の雇用形態 

 
図１０                      

 
※SQ10 で親がいる者のみ回答。 
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１１ 回答者の婚姻状況 

 
図１１ 

 
 

 

 

１２ 回答者の子供の有無 

 
図１２ 
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１３ 仕事に対する意識 

（１）仕事の目的 

仕事をする目的は、「収入を得るため」(84.6％)が最も高く、次いで「仕事を通して達成感や生

きがいを得るため」(15.8％)、「自分の能力を発揮するため」(15.7％)、「働くのがあたりまえだか

ら」(14.8％)、「人の役に立つため」(13.6％)と続く。 
図１３ 
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（２）仕事選択時の重要な観点 

仕事選択時に重要な観点として、「重要である(計)(「とても重要」と「まあ重要」の合計)」が

最も高いのは、“安定していて長く続けられること(88.7％)”、“収入が多いこと(88.7％)”。次いで

“自分のやりたいことができること(88.5％)”、“福利厚生が充実していること(85.2％)”、“自由な

時間が多いこと(82.2％)”、“自宅から通えること(80.3％)”と続く。 
図１４ 

 
 
 
（３）希望する雇用形態 

希望する雇用形態は「正規雇用(常勤)」(76.0％)が最も高く、次いで「非正規雇用(パート、アル

バイト、労働者派遣事業所の派遣社員、契約社員、嘱託等)」(16.7％)、「自営業・自由業」(6.8％)、
と続く。 
図１５ 
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（４）希望する雇用形態の選択理由 

希望する雇用形態の選択理由として最も高いのは、「安定していて長く続けられるから」(77.2％)。
次いで「収入が多いから」(57.5％)、「自由な時間が多いから」(32.5％)、「子育て、介護等との両

立がしやすいから」(27.3％)、「能力を高める機会があるから」(26.9％)と続く。 
希望する雇用形態の最も重要な理由として最も高いのは、「安定していて長く続けられるから」

(48.9％)。次いで「収入が多いから」(23.1％)、「自由な時間が多いから」(10.2％)、「子育て、介

護等との両立がしやすいから」(8.0％)、「能力を高める機会があるから」(5.1％)と続く。 
図１６ 
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図１７ 
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（６）転職時のワークライフバランス 

転職時のワークライフバランスとしては、「自分の興味ややりたいことが、賃金や労働条件より、

どちらかといえば重要」(34.0％)が最も高く、次いで「賃金や労働条件が、自分の興味ややりたい

ことより、どちらかといえば重要」(32.2％)、「自分の興味ややりたいことが、賃金や労働条件よ

り、とても重要」(15.4％)と続く。 
図１８ 

 

 
 
 

（７）転職時のスキルアップ重要度 

転職時のスキルアップ重要度は、「まあ重要」(51.7％)が最も高く、次いで「とても重要」(27.1％)、
「あまり重要でない」(9.4％)、「わからない」(9.4％)、「まったく重要でない」(2.5％)と続く。 
図１９ 
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（８）学び継続の希望度 

学び継続の希望度は、「条件が整えば、希望する」(53.2％)が最も高く、次いで「希望する」(24.3％)、
「希望しない」(22.5％)と続く。 
図２０ 

 
 
 
 

（９）学び継続の条件 

学び継続の条件としては、「そう思う(計)(「とてもそう思う」と「まあそう思う」の合計)」が
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解があれば続けられる(83.6％)”、“一緒に学べる良い仲間がいたら続けられる(69.7％)”と続く。 
図２１ 
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（１０）フリーターに対する意見 

フリーターに対する意見としては、「そう思う(計)(「とてもそう思う」と「まあそう思う」の合

計)」が最も高いのは、“自分がやりたいことを探すにはいいことだ(74.0％)”。次いで“フリータ

ーであると、後々まで不利だ(73.3％)”、“誰でもフリーターになってしまうかもしれない (70.1％)”
と続く。 
図２２ 
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１４ 将来像 

（１）将来設計 

将来設計については、“親と違うところに住む”は「20 代後半」(39.3％)、次いで「現在、既に

そうしている」(34.4％)、“結婚する”は「20 代後半」(39.2％)、次いで「30 代前半」(19.9％)、
“最初の子供を持つ”は「20 代後半」(35.2％)、次いで「30 代前半」(31.5％)、“安定した仕事に

就く”は「20 代後半」(48.4％)、次いで「現在、既にそうしている」(24.5％)、“何事でも自分で

意思決定する”は「20 代後半」(38.3％)、次いで「現在、既にそうしている」(34.2％)と高い。一

方、「そうするつもりはない」は“結婚する(20.5％)”が他項目に比べ高い。 
図２３ 

 
※「結婚する」は SQ12 で現在は結婚「していないが、いつかは結婚したい」の選択者のみ回答。

SQ12 で「している」は「現在、既にそうしている」、「していないし、結婚したいと思わない」

は「そうするつもりはない」に加算。 
 
 

（２）４０代の将来像 

40 代の将来像としては、「そう思う(計)(「とてもそう思う」と「まあそう思う」の合計)」が最

も高いのは、“親を大切にしている(75.8％)”。次いで“幸せになっている(73.0％)”、“子供を育て

ている(67.8％)”と続く。 
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（３）ワークライフバランス 

ワークライフバランスとしては、「仕事よりも家庭・プライベート(私生活)を優先する」(63.7％)
が最も高く、次いで「どちらともいえない」(23.6％)、「家庭・プライベート(私生活)よりも仕事

を優先する」(12.7％)と続く。 

図２５ 

 

 

 

 

 

 

（４）仕事と家庭との関係 

仕事と家庭との関係としては、「そう思う(計)(「とてもそう思う」と「まあそう思う」の合計)」
が最も高いのは、“子育てと仕事を両立しにくい職業がある(86.2％)”。次いで“家庭のことを考え

ると転職や離職が難しくなる(81.4％)”、“残業等でパートナーと生活時間帯を合わせるのが大変だ

(76.6％)”、“結婚すると就労しにくい職業がある(76.4％)”、“結婚したり、子供を持ったりすると

仕事にやりがいがでる(70.3％)”、“産前産後休業や育児休業を取得すると、職場にいづらくなる

(65.8％)”と続く。 
図２６ 
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１５ 就労に対する不安  

（１） 働くことへの不安 

働くことへの不安としては、「不安である(計)(「とても不安」と「どちらかといえば不安」の合

計)」が最も高いのは、“十分な収入が得られるか(76.5％)”。次いで“老後の年金はどうなるか

(75.4％)”、“きちんと仕事ができるか(73.5％)”、“仕事と家庭生活の両立はどうか(72.2％)”、“勤

務先での人間関係がうまくいくか(71.4％)”と続く。 
図２７ 
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（２） 不安解消のための取組 

不安解消のための取組としては、「残業や休日出勤などを強いる企業に対する罰則について具体

的に定めるなど、過度な長時間労働を許さない取組の強化」(64.0％)が最も高く、次いで「育児休

業、介護休業、病気休業などの制度の充実」(56.7％)、「パワーハラスメント防止に関する研修の

開催など、上司や同僚との良好な人間関係づくりの推進」(46.4％)と続く。 
図２８ 
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１６ 就労に関する相談先 

（１） 働くことに関する相談先 

働くことに関する相談先としては、「親」(52.9％)が最も高く、次いで「周りの友人・知人(中学

校、高校、大学時代の友人など。インターネットで知り合った友人を除く)」(31.3％)、「恋人・配

偶者」(23.4％)、「相談するような悩みを持ったことはない」(15.3％)と続く。 
図２９ 

 

 
  

52.9

15.2

6.2

13.7

31.3

3.6

23.4

6.5

12.0

1.5 0.9 0.3

10.8
15.3

0%

20%

40%

60%

親 き
ょ
う
だ
い

祖
父
母
、
親
戚
や
親
族

学
校
等
の
先
生
や
就
職
担
当
者
、
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
等

周
り
の
友
人
・
知
人
（
中
学
校
、
高
校
、
大
学
時
代
の
友
人

な
ど
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
知
り
合
っ
た
友
人
を
除
く
）

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
知
り
合
っ
た
友
人

恋
人
・
配
偶
者

学
校
や
ア
ル
バ
イ
ト
先
の
先
輩

職
場
の
同
僚
や
上
司

役
所
等
公
的
な
機
関
の
担
当
者

労
働
組
合
や
労
働
者
の
相
談
機
関

そ
の
他

悩
み
は
あ
る
が
、
誰
に
も
相
談
し
た
こ
と
が
な
い

相
談
す
る
よ
う
な
悩
み
を
持
っ
た
こ
と
は
な
い

全体(n=10000)



23 
  

（２） 相談の効果 

相談の効果としては、“自分の考え方が広がった”において「はい」(58.4％)が最も高く、次い

で“就職先を選ぶこと・働き続けることの参考になった(55.5％)”、“自分の考えや気持ちの整理が

ついた(53.7％)”、“自分の決断の決め手になった(47.1％)”、“将来像が具体的になった(37.6％)”
と続く。 
図３０ 

 
※Q17 でいずれかの人に「働くこと」の悩み等を相談したことがある者のみ回答。 
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１７ キャリア教育・職業教育 

（１） キャリア教育・職業教育の経験 

キャリア教育・職業教育の経験としては、「職場体験やインターンシップ」(40.3％)が最も高く、

次いで「受けたことはない」(38.0％)、「職業に関する適性テスト」(31.2％)と続く。 
図３１ 
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（２） キャリア教育・職業教育の効果 

キャリア教育・職業教育の効果としては、“働く事の大切さがわかった”において「はい」(61.7％)
が最も高く、次いで“コミュニケーションスキルの重要性がわかった(61.0％)”、“自分の考え方が

広がった(58.0％)”、“ビジネスマナー等がわかった(51.3％)”、“就職先を選ぶ参考になった(50.4％)”
と続く。 
図３２ 

 
※Q19 でいずれかの「キャリア教育・職業教育を受けた経験がある」と回答した者のみ回答 
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就労に関して教わりたかったこととしては、「コミュニケーション能力やビジネスマナーなど、

社会人としての基礎的知識」(47.1％)が最も高く、次いで「仕事に直接役立つ専門的知識・技能な

ど」(43.4％)、「世の中にある様々な職業の内容」(34.0％)と続く。 
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１８ 働き方の実態、就業、無業の理由 

（１）現在の雇用形態 

現在の雇用形態としては、「正規雇用(常勤)」(32.9％)が最も高く、次いで「学生(高校生、専門

学校生、大学生、大学院生、予備校生等)」(31.1％)、「非正規雇用(パート、アルバイト、労働者

派遣事業所の派遣社員、契約社員、嘱託等)」(18.0％)、「働いていない(求職中の方や家事手伝い

の方を含みます)」(10.5％)、「専業主婦(主夫)」(4.6％)、「自営業・自由業」(2.5％)と続く。 
図３４ 

 
 

（２）現在の職業についた理由 

現在の職業についた理由として最も高いのは、「自分のやりたいことができるから」(47.5％)。
次いで「安定していて長く続けられるから」(40.2％)、「自宅から通えるから」(35.1％)、「他に比

べて、収入が多いから」(26.6％)、「自由な時間が多いから」(26.1％)と続く。 
現在の職業についた最も重要な理由として最も高いのは、「自分のやりたいことができるから」

(25.1％)。次いで「安定していて長く続けられるから」(16.7％)、「他に比べて、収入が多いから」

(9.9％)、「他に選択肢がなかったから」(8.0％)、「自由な時間が多いから」(7.9％)、「自宅から通え

るから」(7.1％)と続く。 
図３５ 
 
 
（３）学校や職場以外で他者と活動を行いたい場面 
 学校や職場以外で他者と活動を行いたい場面について、「楽しめそうなとき」(59.4％)が最も高

く、次いで「自分のやりたいことを発見できそうなとき」(31.1％)、「いろんな人との出会いが期

待できるとき」(25.9％)、「自由時間を有効に使うことが期待できるとき」(23.1％)、「新しい技術

や能力を身につけたり経験を積んだりすることが期待できるとき」(18.2％)と続く。一方、「参加

したいと思わない」(20.0％)も一定数いる。 
図 18 
 

 

※Q22 で「正規雇用（常勤）」「非正規雇用」「自営業・自由業」を選択した者のみ回答。 
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（３）現在働いていない理由 

現在働いていない理由として最も高いのは、「希望する業種・職種での採用がなかったから」

(26.0％)。次いで「健康上の理由のため」(21.8％)、「特にやりたいことがないから」(18.5％)、「人

間関係がうまくいかないから」(17.4％)、「働くのが嫌だから」(16.1％)と続く。 
現在働いていない最も重要な理由として最も高いのは、「希望する業種・職種での採用がなかっ

たから」(16.5％)。次いで「健康上の理由のため」(15.0％)、「子育て介護等家庭の事情のため」

(10.0％)と続く。 
図３６ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※Q22 で「正規雇用（常勤）」「非正規雇用」「自営業・自由業」を選択した者のみ回答。 

 
（４）就業経験 

就業経験（パート、アルバイト等を含む。ただし、在学中のアルバイトを除く。）としては、「現

在、就業している」(53.7％)が最も高く、次いで「これまでに就業したことはない」(30.4％)、「現

在は就業していないが、過去に就業したことがある」(15.9％)と続く。 
図３７ 

 
※Q22 で「専業主婦（主夫）」「学生（高校生、専門学校生、大学生、大学院生、予備校生等」「そ

の他」「働いていない（求職中の方や家事手伝いの方を含みます）」を選択した者のみ回答。 
 Q22 で現在「正規雇用（常勤）」「非正規雇用」「自営業・自由業」を「現在、就業している」に

加算。 
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（５）初職の雇用形態 

初職の雇用形態としては、「正規雇用(常勤)」(57.8％)が最も高く、次いで「非正規雇用(パート、

アルバイト、労働者派遣事業所の派遣社員、契約社員、嘱託等)」(34.2％)、「無業」(4.6％)、「自

営業・自由業」(2.8％)と続く。 
図３８ 

 
※Q22 で「正規雇用（常勤）」「非正規雇用」「自営業・自由業」、または Q25 で「現在、就業して

いる」「現在は就業していないが、過去に就業したことがある」を選択した者のみ回答。 
 
 

Q26.の質問を年齢階層別にみると、「25 歳～29 歳」では、「正規雇用」が 68.3％、「非正規雇用」

が 26.4％であった。「16 歳～19 歳」では、「正規雇用」が 30.6％であり、「非正規雇用」が 53.1％
であった。 
図３９ 
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（６）初職の就業時期 

初職の就業時期としては、「2017 年」(14.4％)が最も高く、次いで「2015 年」(11.9％)、「2016
年」(11.2％)、「2014 年」(10.9％)、「2012 年」(10.4％)、「2013 年」(10.3％)と続く。 
図４０ 

 
※Q22 で「正規雇用（常勤）」「非正規雇用」「自営業・自由業」、または Q25 で「現在、就業して

いる」「現在は就業していないが、過去に就業したことがある」を選択した者のみ回答。 
 
 

（７）初職の就業のきっかけ 

初職の就業のきっかけとしては、「学校・先生の紹介」(28.3％)が最も高く、次いで「新卒向け

の民間情報サイト(リクナビなど)」(23.0％)、「パート、アルバイト等からの登用」(18.9％)、「保

護者・親戚・知人等からの紹介」(11.8％)と続く。 

図４１ 

 
※Q22 で「正規雇用（常勤）」「非正規雇用」「自営業・自由業」、または Q25 で「現在、就業して

いる」「現在は就業していないが、過去に就業したことがある」を選択した者のみ回答。 
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（８）初職の雇用形態の希望度 

初職の雇用形態の希望度は、「希望に沿っている」(35.9％)が最も高く、次いで「どちらかとい

えば希望に沿っている」(35.4％)、「どちらかといえば希望に沿っていない」(15.7％)、「希望に沿

っていない」(12.9％)と続く。 
図４２ 

 
※Q22 で「正規雇用（常勤）」「非正規雇用」「自営業・自由業」、または Q25 で「現在、就業して

いる」「現在は就業していないが、過去に就業したことがある」を選択した者のみ回答。 
 
 
 

（９）初職の就業の継続状況 

初職の就業の継続状況としては、「現在も継続して勤務している」(41.4％)が最も高く、次いで

「3 年未満で離職した」(17.6％)、「1 年未満で離職した」(16.3％)、「2、3 か月未満で離職した」

(8.7％)、「1 か月未満で離職した」(6.8％)、「5 年未満で離職した」(6.3％)、「5 年以上勤務した後、

離職した」(3.0％)と続く。 
図４３ 

 
※Q22 で「正規雇用（常勤）」「非正規雇用」「自営業・自由業」、または Q25 で「現在、就業して

いる」「現在は就業していないが、過去に就業したことがある」を選択した者のみ回答。 
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（１０）初職の就業先の離職理由 

初職の就業先の離職理由として最も高いのは、「仕事が自分に合わなかったため」(43.4％)。次

いで「人間関係がよくなかったため」(23.7％)、「労働時間、休日、休暇の条件がよくなかったた

め」(23.4％)、「賃金がよくなかったため」(20.7％)と続く。 
初職の就業先の離職の最も重要な理由として最も高いのは、「仕事が自分に合わなかったため」

(23.0％)。次いで「人間関係がよくなかったため」(10.0％)、「結婚、子育てのため」(8.5％)、「健

康上の理由で勤務先での仕事を続けられなかったため」(7.0％)と続く。 
図４４ 

 

※Q30 で最初の就職先を離職したと回答した者のみ回答。 
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１９ 現在の生活水準意識 

（１）現在の暮らし向き 

現在の暮らし向きとしては、「どちらかといえば良い」(51.4％)が最も高く、次いで「どちらか

といえば悪い」(22.4％)、「良い」(20.3％)、「悪い」(6.0％)と続く。 
図４５ 

 
 
 
 
 
 
（２）現在の生活充実度 

現在の生活充実度は、「どちらかといえば充実している」(48.2％)が最も高く、次いで「充実し

ている」(23.5％)、「どちらかといえば充実していない」(19.2％)、「充実していない」(9.2％)と続

く。 
図４６ 
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